

















































激怒して相手を厳しく非難している。例えば，13 世紀末から 14 世紀初頭に成立したとさ















敵対する Brademond の牢獄に捕らえられていた主人公 Beues は脱出に成功し，途中
Grandere 王の追撃にあいながらも王を倒してその馬 Trenchefis を奪い逃走を続ける。す
ると Grandere 王の兄弟である巨人と遭遇して戦闘となった。巨人は Beues 目掛けて武器
を振り下ろすも狙いが外れて Beues の乗っていた馬にその攻撃が直撃したため
Trenchefis は地面に崩れるように命を落とす。馬の死を目の当たりにした Beues は復讐
を誓う。そして引用最後で “Nowþowhauestmadmegram!” と Beues は声を荒げる。
Middle English Dictionary （以降 MED）によれば（3），名詞“gram” には“rage,anger;
hatred,hostility” と い う 意 味 が あ る。 こ の 名 詞 に は 他 に “grief,sorrow,remorse,
vexation” といった語義があるものの，Beues の直前の誓言— “Þowscheltnouȝt,whan
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　類似する例として，Richard Coeur de Lyon に描かれる Fauvel の死の場面をあげるこ
とができる。獅子心王 Richard は Jaffa 解放後 Saladin 軍と再び交戦，危機に陥っていた
HenryofChampayn を救出した。Jaffa へ戻るよう懇願されたところで敵に周囲をかこま







Richard のもとに殺到したサラセン人たちは武器を使って Fauvel を殺してしまう。Beues
の例では巨人の攻撃の狙いが逸れたために武器が馬の頭に直撃してその命が奪われている
が，Richard の例の場合はサラセン人たちがおそらく意図的に Fauvel の命を奪っている。
このような違いはあるものの，主人公たちの反応は変わらない。Richard の怒りは“wroþ
andgrym” という表現から読み取ることができる（4）。




が連れてきた愛馬のたてがみを撫でる Oliver の様子（ll.240-5）と RichardofNormandy
と彼の馬 Morel との別れの場面（ll.3729-38）は印象的である。そして，馬を殺されたこ
とに対して激怒する騎士もまた Oliver である。物語の冒頭，Morimond 遠征の途上シャ
ルルマーニュに対してサラセン人の騎士 Ferumbras が挑戦する。フランス王の騎士たち


















名前を偽って戦おうとする Oliver とその挑戦を拒絶する Ferumbras の長い口論の末，二
人の一騎打ちが始まる。Ferumbras の剣は Oliver の兜を捉えたかに見えたが，剣は間を
すり抜けると鞍へと達して Oliver の乗る馬を斬り伏せてしまった。馬もろとも地面に叩





heþenehound” という謗言は Oliver の怒りの激しさを際立たせている。
　これまでの例では，主人公かまたはそれに準ずる登場人物が「怒り」の主体となってい
る。Beues や Richard は作品の名祖となった主人公たちであり，Oliver は作品を通して重
要な役割を担っている登場人物である。ところが，騎士物語のなかには主人公と敵対する
騎士が馬を殺されたことで主人公を非難する場面が描かれている作品もある。Sir 



























Beues の復讐の誓いと類似しており Moradus の怒りが暗示されている。
　馬が命を落としたときに騎士が怒りを露わにする場面は他に，Auchinleck 写本版 Otuel


























（「Gawain は狂ったように泣き崩れた。哀しみのあまり力強き Gawain は涙を流した。」）
という描写である。互いの命を賭けた決闘の最中，敵の目の前で涙を流して哀しみにくれ
















Alexander が涙を流した理由や Bucephalus を人間のように埋葬したこと，Bucephalus のた
めに都市を築いたこと全てが，主人公の愛馬に対する深い愛着を物語っている。












初めて戦闘に参加して以来，勝利のみならず苦しみも共有した Arondel の姿を見た Beues
の様子を伝えるのは“Þarforehimwasswiþewo”（「そのため彼はとても哀しんだ」）と
いう無味乾燥な表現である（6）。しかし Beues と Arondel の関係を最初から見届けてきた
者なら誰でも，Beues の哀しみがどれほどに深いものか容易に推し量ることができる。こ
―58―
千葉商大紀要　第 56 巻　第 1号（2018 年 7 月）
の物足りなさを感じさせる表現がかえって，Beues の深い悲しみを雄弁に物語ってさえい







　シャルルマーニュ・ロマンスの一つである The Romance of Duke Rowlande and Sir 
Ottuell of Spayne ではサラセン人の騎士（のちにキリスト教に回収する）Ottuell が
Mekredose という名の馬に乗り Rowlande と戦う。Rowlande は Mekredose を斬り伏せ
殺してしまうが，Ottuell は哀しみも怒りもしない（ll.463-8）（7）。これに対して Ottuell が
まったく同じ方法で Rowlande の馬を斬り伏せると，Rowlande もまた自分の馬の死に対













1357-86）。これまでと同様 Rowlande も Barlott も馬を失ったことには関心がない。馬の
死に対する登場人物の無関心は，この作品に一貫したものである。
　Sir Tristrem では主人公がアイルランドの騎士 Moraunt の馬を殺す。すると Moraunt
は馬から降りるように相手を諭す。一見すると Moraunt は馬の死を意識しているような
印象を受ける場面であるが，すぐに Moraunt の馬の死に対して関心がないことがわかる。
（6） 原典とされるアングロ = ノルマン版 Boeve de Hamtone では，主人公 Boeve が涙を流して厩舎を離れる場面
が描かれている（ll.3822-24）。















　Rowlande や Ottuell，Tristrem が相手の馬の死に無関心であった一方で自分の馬の死
に無関心な騎士もいる。Beues がその時乗っていた馬がケルンでのドラゴン討伐の際に命
を落とすが，それに対して Beues は何も言わない（ll.2777-82）。Guy はデンマーク王
Anlafe がイングランドに派遣した Collebrande との戦闘で馬を殺されるが，その死を全
く意識していない（ll.10269-74）。Tryamowre は Aragon 王国での一騎打ちで打ち負かし
た Moradus の兄弟との戦いで自分の馬を殺されるが，物語には Tryamowre の反応を示

















　騎士の馬が命を落とすのは戦いの場だけではない。ChrétiendeTroyes の Le chevalier 
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EymurtheKayous らの馬に主人公が報復している（ll.1645-6）（8）。さらに Arthur や






























（8） Thornton 写本版では，馬ではなく Eymur の部下の一人が命を奪われている。












































































安価な馬でも購入に 10 ポンドの費用がかかり，Edward 三世が一頭の馬に 150 ポンド支









とはならないだろう。一方下位の騎士の年収は 5 ポンドから 40 ポンド程であった（23）。もっ

















































ながら，騎士物語ではない作品もある。例えば，Floris and Blancheflour や Emare に代
表されるような作品は「ロマンス」ではあるものの，筋書きや主人公は騎士物語のそれと
は全く異なっている。より問題を複雑にするのは Le Florence of Rome のように騎士物語
と聖女伝の主題を兼ね備える作品である。この作品はしばしば GeoffreyChaucer の The 
Man of Law’s Tale や Emare と比較されるために騎士物語に見られる筋書きや要素が
まったく描かれていないような印象を与えてしまうが，実際は騎士同士の戦闘の場面が作
品の半分近くを占めている。作品のタイトルや先入観が対象とすべき作品を見落とさせて











に再現しただけにすぎないのかという問題である。Beues of Hamtoun はアングロ = ノル
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〔抄　録〕
　中英語騎士物語において馬は欠かすことのできない要素である。主人公がヨーロッパの
隅々にまで移動することを可能にし，武勲を立て栄誉を勝ち取る手助けともなる。しかし
騎士の成し遂げる華々しい偉業の影に隠れ，馬が持つ文学上の重要性についてあまり考察
されてこなかった。騎士と馬との深い関係を読み取ることのできる場面は数多くあるもの
の，本稿では特に馬の死の場面に注目している。多くの作品のなかに見られる馬の死の場
面は，そこに描かれる騎士の姿を指標とすることで三つの類型，すなわち「激しい怒り」，
「深い哀しみ」そして「完全な無関心」に分類することができる。これら三つの類型がそ
れぞれ持つ表現の特徴や歴史的および文化的な背景を手掛かりとして馬の死の場面に見ら
れる騎士の描写の背後にある文学的な意義を探ると，「激しい怒り」の背後には中世の人々
が理想とする騎士の姿が，「深い哀しみ」の背後には人間的な騎士の姿が，そして「完全
な無関心」の背後には現実的な騎士の姿が見えてきた。
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